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ごあいさつ 

今年は早い時期から例年にも増して酷暑が続いておりますが、皆様にはいか

がお過ごしでしょうか。 

今夏７月下旬には、熊本地震が発生し、各地で甚大な被害が生じました。また、

８月には千葉県で記録的な豪雨となり被害が相次ぎました。被災された皆さま

には心よりお見舞いを申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈りいたしま

す。 

経済面では、円安や原材料の高騰などの影響が依然として続き、経営環境は厳

しさを増しており、皆様には、障害者の雇用維持・促進にも課題が多いものと存

じます。こうした中にあって、会員事業所をはじめ、障害者雇用の促進にご尽力

いただいております関係の皆様には、全障協の事業活動の展開に平素より多大

なご理解・ご協力を賜り、改めて厚く感謝申し上げます。 

さて、全障協では去る６月 11日に今年度の通常総会を開催し、令和８年度の

事業計画案・収支予算案や「令和９年度障害者雇用施策に関する要望」などにつ

いてご承認をいただくとともに、役員改選が行われました。出席いただいた 77

会員事業所の 99名の皆様、委任状を提出いただいた 156会員の皆様には、ご多

用のなかご協力いただき誠にありがとうございました。 

また、今回の通常総会では、厚生労働省職業安定局の障害者雇用対策課長から

「障害者雇用対策の現状と今後の障害者雇用促進制度の検討の見通しについて」

と題して講演いただきました。講演後には障害者雇用対策課長と出席者の間で

活発な質疑応答、意見交換が行われ、たいへん有意義な時間となったと思います。

今後も、会員の皆様のご意見・ご要望をよく聞きながら効果的な事業展開を図っ

ていきたいと存じます。 

公益社団法人全国障害者雇用事業所協会 

会長 加藤 勇 
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国の障害者雇用施策につきましては、昨年４月に除外率が一律 10ポイント引

き下げられ、本年７月には法定雇用率が 2.7％に引き上げられました。さらに、

厚生労働省では現在、令和 10年度からの法定雇用率設定に向けて障害者雇用促

進制度について多角的な見直し検討が行われています。全障協も厚生労働省が

設置した「今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会」や「労働政策審

議会障害者雇用分科会」の団体ヒアリング対象となり、障害者雇用の現場の声を

お伝えしてまいりました。 

また、厚生労働省では雇用分野と福祉分野の連携に係る検討も進められてお

り、「障害者就労に係る雇用福祉横断検討会」においても団体ヒアリングの対象

となり、雇用と福祉の役割分担や相互往来の在り方などについて全障協として

の考えを述べております。 

今後も、会員の皆様のニーズやご意見を十分に踏まえながら積極的に発言し

ていくことはもとより、一層効果的な事業展開ができるよう努めてまいります。 

具体的な事業活動の１つとして、平成 29年度以来、厚生労働省から合理的配

慮等に係るノウハウ普及・相談支援を内容とした事業を受託し本年度で 10年目

となりました。 

この事業では、専門相談員を配置した窓口（障害者雇用相談コーナー）を全国

７都市（札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、福岡市）に設置

し、企業訪問やオンライン方式も活用しながら相談支援を無料で行っています。

これまでも多くの企業等の皆様にご利用いただいており、見学先企業の紹介・取

次ぎなどもできますので、障害者雇用に課題をお持ちでしたら是非、気軽にご活

用ください。 

併せて、障害者雇用に関する講演や先進的な取組についての事例報告、参加者

によるグループディスカッション等からなる参加無料のセミナーも全国７ブ

ロックで、それぞれ特色のある異なるテーマを設定して開催してまいります。 

昨年度は総計 1,108 名とたいへん多くの方々に参加いただきました。本年度も

オンライン形式主体で開催し、地理的な制約もありませんので、是非、全国から

ご参加いただきますようお願いします。詳しくは、全障協ホームページに順次、

開催案内を掲載していきますのでご活用ください。 

受託事業以外の活動としましては、出席者同士の経験交流や職場見学等を行

うブロック会議を全国７ブロックでそれぞれ年２回開催するとともに、特定の

テーマごとに全国の会員に参加いただく研究部会も活動しています。さらに、 

障害者雇用施策に関する国等への提言を検討する政策委員会や、当協会の今後
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の方向性に関する提言を検討する全障協在り方委員会も取組を進めています。 

今後もアンケート等を通じ、会員の皆様のご意見をお伺いしながら効果的な事

業展開を図ってまいりますので、お手数をおかけしますが、是非、ご協力いただ

きますようお願いします。 

以上のような事業活動を着実に実施していくことにより、障害者の雇用の促

進と職場定着の推進という協会の目的の達成に向けて全力で取り組んで参りま

すので、皆様におかれましては引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。 
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障害者雇用の採用・定着支援を強化 

 

貴会及び会員の皆様におかれましては、日頃から JEEDの業務運営に多大なる

ご協力を賜っており、心から感謝申し上げます。 

この夏は全国各地で記録的な高温が観測されるなど、体調管理の重要性を実

感する日々となっています。また、熊本地震に見られるような自然災害も含め、

さまざまなリスクに備える危機管理の意識もこれまで以上に求められているよ

うに思います。このような時には一人ひとりが健康と安全を最優先に考え、日々

の業務や生活に取り組んでいくことが大切です。皆様が健やかにこの夏を乗り

越えられることを心より願っております。 

さて、障害者雇用については、７月から法定雇用率が 2.7％に引き上げられま

した。厚生労働省が発表した「令和７年・障害者雇用状況の集計結果」をみると、

民間企業における実雇用率は過去最高水準の 2.41％が維持されており、着実に

進展していると言えますが、これから改めて障害者の採用や定着を考える事業

所も多いと思います。 

こうした状況を踏まえ、JEEDにおいては、障害者の雇入れに当たっての工夫・

改善や障害者が能力を発揮して活躍するための実践的なノウハウについてまと

めた冊子を改訂・増刷しているほか、事業主の障害者雇用を支援するため、事業

主支援計画に基づき、複数の支援を組み合わせた体系的な支援を行っていると

ころです。 

また、障害者の職場定着を支える人材の育成を目的として企業在籍型のジョ

ブコーチ養成研修も実施しております。とりわけ令和８年度においては、受講定

員の拡大を図るなど、受講機会の一層の確保に取り組んでいるほか、新たに上級

職場適応援助者（上級ジョブコーチ）養成研修を開始し、支援の質の向上にも努

めているところです。 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 

（ＪＥＥＤ） 

理事長 輪島 忍 
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さらに、障害者雇用納付金に基づく助成金については、昨年度からオンライン

申請ができるようにしており、適正かつ早期の支給に向け、今後も効率化を図っ

てまいります。 

そのほか、私どもの事業主支援サービスの１つである「障害者雇用支援人材

ネットワーク事業」については、貴会会員の皆様の中にも「障害者雇用管理サ

ポーター」としてご協力をいただいている方が多数いらっしゃいます。この場を

お借りして、改めて感謝申し上げます。 

ところで、本年度の全国アビリンピックは、12 月４日から６日の予定で、昨

年同様、愛知県常滑市の国際展示場で開催することとしております。例年、技能

競技の実施と併せて展開している「障害者ワークフェア」には貴会会員の皆様に

多数出展いただき、様々な展示や実演をいただいておりますことに感謝を申し

上げます。引き続きご協力をお願い申し上げます。 

また、アビリンピックについては、来年５月にフィンランドのヘルシンキで開

催される国際大会を控えております。日本選手が国際舞台で挑戦し活躍するこ

とは、選手の技能向上だけでなく、国内の障害者雇用の機運をより一層高める絶

好の機会ともなります。 

貴会会員の皆様からは、パソコン関連競技のほか、ネイル施術、写真撮影の６

種目８名の選手が国際大会に派遣されることとなっておりますので、彼らが持

てる力を最大限発揮できるよう、一層の育成と応援をお願い申し上げます。 

また、アビリンピックは、障害者の技能の高さとチャレンジ精神を、直接体感

いただける良い機会ですので、ぜひ国内会場にもお越しください。    

JEED は、今後とも社会の信頼に応え、その使命を果たしていくため、障害者

や事業主等の利用者の皆様の立場に立って、利用者の皆様本位のサービスを提

供してまいります。会員の皆様には改めてご厚情に感謝申し上げるとともに、引

き続き一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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新任理事・監事のご挨拶 

川島 薫 常務理事（関東甲信越ブロック長） 

（住重ウィル株式会社 代表取締役社長） 

関東甲信越ブロック長就任のご挨拶 

このたび、全国障害者雇用事業所協会（全障協）関東甲信越ブロック長を拝命い

たしました、住重ウィル株式会社の川島です。 

私が全障協の理事に就任したのは 2020 年でした。当時は楽天ソシオビジネス株

式会社の代表取締役社長を務めており、各地のブロック会議や障害者雇用セミナー

に参加する中で、全国の会員企業の皆様と交流し、障害者雇用に対する熱い思いや、

それぞれの現場で培われた経験・知恵に触れる貴重な機会をいただきました。 

その後、住重ウィル株式会社の代表取締役社長に就任し、企業経営と障害者雇用

の両面から様々な課題に向き合う中で、全障協の活動にも引き続き携わってまいり

ました。政策委員会や特例子会社部会の立ち上げ・運営にも関わらせていただき、

会員同士がそれぞれの経験や知見を持ち寄り、学び合い、課題を共有することの大

切さを改めて感じています。 

このたび関東甲信越ブロック長という大役をお引き受けすることとなり、身の引

き締まる思いです。ブロック長として、これまで以上に会員の皆様が「参加してよ

かった」「全障協に入っていてよかった」と思っていただけるような、情報交換や

交流の場をつくっていきたいと思います。また、関東甲信越ブロックで生まれた取

組や知見を全国へ発信するとともに、全国の会員の皆様から得られる情報や経験を

ブロックの皆様へ還元することで、双方向のつながりを大切にしていきたいと考え

ています。 

障害者雇用を取り巻く環境は、法制度の変化だけでなく、企業経営や働き方その

ものの変化によって、大きく変わり続けています。こうした時代だからこそ、企業

や事業所が一社だけで課題を抱えるのではなく、全障協というつながりの中で知恵

を出し合い、ともに前に進んでいくことが、これまで以上に重要になっていると感

じています。 

これまで多くの先輩方や会員の皆様からいただいたご縁や学びを、今度は次の世

代へつないでいくことも、私の大切な役割だと思っています。関東甲信越ブロック
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の発展はもちろんのこと、ブロックでの活動をさらに活性化させ、それを全障協全

体の発展につなげていけるよう、微力ではございますが精一杯努めてまいります。 

今後とも皆様のご指導、ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

赤羽 智洋 常務理事（中部ブロック長） 

（三菱 UFJビジネスパートナー株式会社 取締役副社長） 

三菱 UFJビジネスパートナーの赤羽です。 まずは、これまで長きにわたり中部ブ

ロックを牽引してこられた大西様に、心より敬意を表します。コロナ禍という厳し

い時期にもかかわらず、大西様のご尽力により、中部ブロックは有益な情報交換が

できる素晴らしい組織へと発展してきたと感じています。これらの良い取り組みを、

今後もしっかりと継承してまいります。 私自身、力不足な点も多々ございますが、

皆様にお力添えをいただけますと心強いです。今後ともどうぞよろしくお願いいた

します。 

 

大神 哲明 常務理事（近畿ブロック長） 

（株式会社ニッセイ・ニュークリエーション 代表取締役社長） 

このたび、理事を拝命いたしました、株式会社ニッセイ・ニュークリエーション

の大神と申します。 

会社として長年お世話になっており、小職前任の余部も理事を拝命されておりま

した。まだまだ微力ではございますが、社長 4年目になり、少しは恩返しできるよ

うになった頃かと思っています。引き続き、皆様よりご指導頂けますようよろしく

お願い申し上げます。 
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見澤 克広 理事（北海道ブロック） 

（株式会社ほくでんアソシエ 代表取締役社長） 

このたび、理事を拝命しました、株式会社ほくでんアソシエの見澤と申します。 

当社は、北海道電力株式会社の特例子会社として 2007年に設立されましたので、

まもなく設立 20年を迎えます。 

全障協の活動を少しでもサポートできるよう、また当社の設立目的である「障が

い者の自立と社会参加の支援」を継続的に実現できるよう、努力してまいりますの

で、引き続きのご指導をよろしくお願いいたします。 

 

福田 聡子 理事（関東甲信越ブロック） 

（株式会社舞浜コーポレーション 代表取締役社長） 

このたび、理事を拝命いたしました。株式会社舞浜コーポレーションの福田聡子

でございます。 

至らぬ点もあるかと思いますが、皆様のお知恵とお力添えを糧に、しっかりと務

めを果たしてまいりたいと存じます。 誰もが自分らしく輝き活躍できる社会の実

現に向け、皆様のお声に真摯に耳を傾けながら、協会のさらなる発展に貢献できま

すよう、精一杯精進してまいります。何卒ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申

し上げます。 
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箕浦 隆行 理事（中部ブロック） 

（イビデンオアシス株式会社 代表取締役社長） 

この度理事を拝命しました。イビデンオアシスの箕浦と申します。 

障害者雇用を取り巻く環境は、法制度の整備や企業の意識向上により、着実に前

進してまいりました。しかしながら、まだ多くの課題が残されていることも事実で

す。 

理事として、障害者雇用の推進に尽力する所存でございますのでよろしくお願い

申し上げます。 

 

加藤 恒明 理事（近畿ブロック） 

（株式会社 NTT西日本ルセント 代表取締役社長） 

このたび、全障協の理事を拝命いたしました、NTT西日本ルセント株式会社の 

加藤恒明です。 

これまで全障協の活動を通じ、多くの会員企業の皆さまから、雇用をゴールとす

るのではなく、一人ひとりが働くことを通じて成長し、活躍できる環境づくりに取

り組まれているお姿に大きな刺激と学びをいただいてきました。 

今後も、成功事例だけでなく悩みや失敗も率直に共有し、ともに学び合える場づ

くりに微力ながら貢献して参りたいと考えております。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。  
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小野寺 健 外部理事 

 

この度、外部理事を拝命しました小野寺です。私自身昨年まで三井住友銀行の特

例子会社 SMBC グリーンサービス株式会社に勤務し、障害者雇用の現場におりまし

た際には、全障協の皆様から公私に亘りご指導ご親交をいただき、あらためて厚く

御礼申し上げます。 

現在は新たな職場で勤務社会保険労務士として活動していますが、微力ながら協

会の運営にお役に立つべく努力したいと思っております。今後ともどうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

平岡 典子 外部監事 

（サントリービバレッジソリューション株式会社 

人事本部人組織開発部 副部長） 

このたび、監事を拝命致しましたサントリービバレッジソリューション株式会社の平岡

と申します。 

私は、2016 年から主に知的障がい者の雇用に携わっております。また、今年 19 歳になる

ダウン症の息子がおります。“障がいのある子どもを授かっても悲しまない社会、希望を持

てる社会を創りたい”と考え自分にできることを精一杯実行していきたいと考えておりま

す。 

みなさまとのご縁を大切に、監事としての役割を果たせるよう尽力いたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。  
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令和８年度通常総会開催 

○役員改選、令和８年度事業計画・収支予算など決定 

令和８年度通常総会は、本年６月 11 日(木)午後２時から、東京都中央区京橋の

AP東京八重洲において、会員 77事業所、99名（他に委任状提出 156会員）出席の

もと開催されました。 

この総会では、令和７年度事業報告・決算報告の承認に引き続き、令和８年度事

業計画(案)、同収支予算(案)が原案どおり承認されたほか、令和９年度障害者雇用

施策に関する要望事項が決議されました。 

また、２年ごとの役員改選が行われ、加藤会長、加藤副会長、澁谷副会長、湯浅

専務理事の再任をはじめ新役員が選出されました。加えて、外部理事及び外部監事

の選任に伴い、定款第 23条の変更が決議されました。 

 

開会に当たり加藤会長から挨拶があり、その概略は次のとおりです。 

１）会員の皆様にはご多用中、全国から多数ご参集いただき、会員 77事業所、99

名の参加を得て盛大な開催となったことに改めてお礼申し上げます。２）ご来賓の

厚生労働省職業安定局局長、JEED理事長には、全障協の事業活動に平素より多大な

ご理解・ご支援をいただいており、厚くお礼申し上げます。 

３）近頃の最低賃金の引き上げ、中東情勢による石油及び関連製品の問題など経

営環境は厳しさを増している中ですが、会員の皆様には経営面でしっかり対応いた

だき、障害者の雇用が失われることのないようお願いしたいと思います。４）厚生

労働省には、「障害者雇用促進制度の在り方研究会」や「障害者雇用分科会」等で、

障害者の雇用の質の向上と雇用率制度の在り方、雇用と福祉の連携等について全障

協としての意見を申し上げる機会をいただきました。誠にありがとうございました。

これからも、会員の皆様の意見をよく聞いて意見発信を行っていきたいと思います

のでよろしくお願いいたします。５）JEEDの事業では、障害者雇用支援月間におけ

る障害者雇用優良事業所等表彰や全国アビリンピック、障害者ワークフェアに多く

の会員が参加し、交流の場に活用させていただいております。それを契機として新

規入会いただいたケースも出てきております。６）このように、障害者雇用の第一

線の声を聞いて施策に反映していただくことや、全障協の取組を広める機会を提供

いただいていることに改めてお礼申し上げます。 

７）昨年１年間を振り返りますと、上・下半期の全国７ブロック会議にすべて参

加させていただくなどにより、会員の皆様から現状と課題についていろいろお聞き

してまいりました。特例子会社では法定雇用率引き上げへの対応、一般中小企業で

は経営の問題が一番の課題であるといった違いがみられます。また、都市部と地方

の事情の違いもあり、これらについて総合的にものが言えるのは、様々な業態が集
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結した全国組織である全障協だけと思いますので、今後もしっかりと発信してまい

ります。 

８）厚生労働省から受託している障害者雇用相談コーナーでは昨年度も会員の皆

様に協力いただき、目標を上回る相談支援件数を達成することができました。全国

的にどのような相談があるのかということも厚生労働省に的確にお伝えしていき

たいと思いますので、本年度もご協力をお願いします。 

９）今年度は、２年ごとの役員改選の年です。各ブロックから推薦いただいた理

事及び監事候補について後ほど、ご審議いただきたいと思います。また、長年、一

緒に頑張っていただいた退任役員の方々には感謝状をお渡ししてお礼を申し上げ

たいと思います。10）本日は長時間にわたる総会となりますが、どうかよろしくお

願いいたします。 

 

加藤会長の挨拶の後、来賓としてご臨席いただいた厚生労働省職業安定局局長の

村山誠様と、(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）理事長の輪島忍様から

ご挨拶をいただきました。 

まず、村山職業安定局長から、概略、次のお話がありました。 

１）貴協会役員、会員の皆様には障害者雇用施策の推進に当たり、格別の取組ま

たご理解・ご支援をいただき厚くお礼申し上げる。また、貴協会は設立以来、長年

にわたり重度障害者をはじめとする障害者雇用を積極的に推進するとともに、職場

定着に関するノウハウを培い障害者雇用の啓発・促進に努めてこられたことに敬意

を表する。  

２）わが国の障害者の雇用状況を見ると、令和７年の障害者の雇用者数が約 50.7

万人と 22年連続で過去最高を更新した。また、実雇用率は 2.41％とこちらも 14年

連続で過去最高を更新し、障害者雇用の状況は一層進展している。３）これらの実

績は、貴協会会員をはじめとする企業の皆様の熱意と努力の賜物と考えており改め

て感謝申し上げる。４）こうした中で、本年７月からは法定雇用率が 2.7％に引き

〔挨拶する加藤 会長〕 
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上げられることになっており、厚生労働省としては、ハローワークで実施するチー

ム支援を引き続き推進することに加え、納付金や助成金の着実・確実な実施を図る

などにより、障害者雇用の取組を後押ししていきたいと考えている。 

５）今後の障害者雇用施策については、令和６年の年末から「今後の障害者雇用

促進制度の在り方に関する研究会」を開催し、本年２月に報告書をとりまとめてい

ただいたところである。この報告書の中で、雇用の質の問題や手帳を所持しない難

病患者の方々の取り扱いなど様々な課題について幅広く整理していただいた。その

具体的な制度化に向けて、労働政策審議会障害者雇用分科会において４月から議論

をスタートし、ヒアリングで貴協会から様々な論点や取組について詳細にご報告い

ただくとともに、委員の方々と活発な意見交換を行っていただいた。６）これから

も継続的に皆様方のご意見を伺いながら、より良い制度への見直しを考えていきた

いので、雇用の現場で困っていることや、制度見直しに関するご意見を幅広くお寄

せいただければありがたい。 

７）貴協会におかれては、今年度の差別禁止・合理的配慮等に係るノウハウ普及・

相談支援の事業を受託いただいており、利用企業から「懇切丁寧にご指導いただい

た」など高い評価の声も寄せられている。引き続きよろしくお願いする。 

８）最後に、貴協会の益々のご発展と、会員の皆様方の積極的な取組がより進み

ますよう祈念申し上げて私からの挨拶とさせていただく。 

 

続いて、輪島理事長からは、概略、次のお話がありました。 

１）日頃から JEEDの活動にご理解・ご協力をいただいていることにお礼申し上げ

る。全障協は障害者雇用の先駆的な存在であり、経験とノウハウをもって障害者雇

用に熱心に取り組まれている皆様に改めて深く敬意を表する。２）来月から法定雇

用率が 2.7%に引き上げられるところ、JEEDにおいては、障害者の雇入れから職場定

着まであらゆるステージにおける事業主の取組に対して総合的に支援を行ってい

きたいと考えている。 

〔村山 職業安定局長のご挨拶〕 
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３）また、企業在籍型ジョブコーチの養成研修については本年度、受入数を増や

し、加えて新たに上級職場適応援助者の養成研修も開始し、質の高い研修事業を実

施していく所存であり、是非、活用いただきたい。３）障害者雇用納付金に基づく

助成金については、昨年度からオンライン申請を可能としており、事務の簡素化を

含めて利用いただきたい。４）障害者雇用支援人材ネットワーク事業では、全障協

会員の皆様に障害者雇用管理サポーターとして活躍いただいており改めてお礼申

し上げる。 

５）本年度の全国アビリンピックは 12月４日から６日まで、昨年同様に愛知県常

滑市の国際展示場で開催する。併催する障害者ワークフェアにもご協力いただいて

おりお礼申しあげる。交流が活発に行われ、ネットワークが広がる機会となるなど、

さらに盛大なものとなるよう期待している。６）来年５月にはフィンランドのヘル

シンキで国際アビリンピックを開催する予定となっている。日本選手が、国際舞台

で活躍することは、国内の障害者雇用に携わる皆様や障害のある皆様にとっても、

たいへん刺激となる絶好の機会となると思っている。貴協会の会員企業からも７種

目９名の選手が参加することになっている。事務局では、日本として高い成果を得

ることを目指しており、栄えある賞を取るということは周りの皆様、企業内でも大

変刺激となると思われる。また、国内大会の充実も重要なことから、是非、皆様、

従業員の方々には障害者ワークフェアと併せてご覧いただきたい。 

７）最後に、本日ご出席の皆様の益々のご健勝と貴協会の繁栄を祈念して挨拶と

させていただく。 

 

来賓のご挨拶の後、加藤副会長が議長に選出され、議案の審議が行われました。

当日審議された議案は、令和７年度事業報告（第１号議案）、令和７年度決算報告

及び監査報告（第２号議案）、令和８年度事業計画（案）（第３号議案）、令和８

年度収支予算（案）（第４号議案）、令和９年度障害者雇用施策に関する要望事項

〔輪島 JEED 理事長のご挨拶〕 
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（案）（第５号議案）、外部理事・監事の選任に伴う定款変更（案）（第６号議案）

及び役員改選（案）（第７号議案）であり、いずれも全会一致で承認されました。 

これらの議案のうち、第１号議案から第４号議案までの資料は、全障協ホーム

ページのメニュー欄「情報公開」をクリックするとご覧いただけます（項目３～10）。

また、第５号議案の令和９年度障害者雇用施策に関する要望については、全障協

ホームページ「ミニ情報通信」覧の関連記事（令和８年７月 31日掲載）の下線部を

クリックするとご覧いただけます。 

総会の審議後には白石常務理事（東北ブロック長）を議長として役員互選理事会

が開催され、加藤会長、加藤副会長、澁谷副会長、湯浅専務理事が再任となるとと

もに、常務理事（ブロック長）が選任されました。互選結果については、白石常務

理事から総会出席者に対して報告が行われました。（役員改選後の全体については、

本誌 18ページの「役員名簿」をご覧ください。）この報告の後、新役員及び退任さ

れた方々各自からご挨拶があり、退任役員へは会長から、永年にわたり全障協の業

務に多大な功労があったことに対して感謝状が贈呈されました。会場からは、感謝

の気持ちを込めた盛大な拍手が送られました。 

 

〔議長を務める加藤副会長〕 
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通常総会の議事終了後、重度障害者の雇用の促進と職業の安定に貢献した方に対

する表彰のお披露目があり、続いて厚生労働省職業安定局障害者雇用対策課長より、

「障害者雇用対策の現状と今後の障害者雇用促進制度の検討の見通しについて－

今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会報告書を中心として－」をテー

マに講演が行われました。具体的には次のテーマについて課題や検討状況について

お話があり、会場出席者との質疑応答、意見交換が非常に活発に行われ、たいへん

有意義な講演会となりました。 

 

〔監査報告を行う森田 監事〕 

〔役員互選結果を報告する白石常務理事]〕 
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⚫ 障害者雇用の「質」について 

⚫ いわゆる「障害者雇用ビジネス」について 

⚫ 手帳を所持していない難病患者の位置付けについて 

⚫ 手帳を所持していない精神・発達障害者の位置付けについて 

⚫ 就労継続支援Ａ型事業所やその利用者の位置付けについて 

⚫ 常用労働者数が 100 人以下の事業主への障害者雇用納付金の納付義務の適用範

囲の拡大について 

 

通常総会後には、総会会場と同ビルの会場で懇親会が開催されました。出席者は

約 80 名にのぼるとともに、厚生労働省職業安定局の障害者雇用対策課長にも出席

いただき、たいへん盛会となりました。  

〔講演後の質問に答える障害者雇用対策課長]〕 
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役員名簿 

令和８年６月 11日 

役 員 氏名 会社名 
常 勤 

非常勤 

国 家 

公務員 

出身者 

会 長 加 藤   勇 和光産業㈱ 代表取締役 非常勤 － 

副 会 長 加 藤  幹 夫 ㈱新陽ランドリー 代表取締役   〃 － 

副 会 長 澁 谷  栄 作 ㈱ダイキンサンライズ摂津 代表取締役社長 〃 － 

専務理事 湯 浅  善 樹  〃 － 

常務理事 木 村   孝 ㈱きむらクリーニング 代表取締役 〃 － 

常務理事 白 石 圭 太 郎 ㈱チャレンジドジャパン 代表取締役     〃 － 

常務理事 川 島   薫 住重ウィル㈱ 代表取締役社長 〃 － 

常務理事 赤 羽  智 洋 三菱 UFJ ビジネスパートナー㈱ 取締役副社長 〃 － 

常務理事 大 神  哲 明 
㈱ニッセイ・ニュークリエーション 

代表取締役社長 
〃 － 

常務理事 宮 﨑  真 ㈱ニシキコネクト 代表取締役 〃 － 

常務理事 岩 﨑 龍 太 郎 ATU ホールディングス㈱ 代表取締役 〃 － 

理 事 池 田  幸 繁 ㈱特殊衣料 取締役 〃 － 

理 事 見 澤  克 広 ㈱ほくでんアソシエ 代表取締役社長 〃 － 

理 事 村 田  陽 一 村田基準寝具㈱ 代表取締役社長 〃 － 

理 事 新 井  利 昌 埼玉福興㈱ 代表取締役 〃 － 

理 事 大 山  隆 久 日本理化学工業㈱ 代表取締役社長 〃 － 

理 事 福 田  聡 子 ㈱舞浜コーポレーション 代表取締役社長 〃 － 

理 事 林  佳 寿 彦 東和組立㈱ 代表取締役社長 〃 － 

理   事 箕 浦  隆 行 イビデンオアシス㈱ 代表取締役社長 〃 － 

理   事 大 橋  恭 子 阪神友愛食品㈱ 代表取締役社長 〃 － 

理   事 加 藤  恒 明 ㈱NTT 西日本ルセント 代表取締役社長 〃 － 

理   事 板 橋  良 樹 ㈲岡山県農商 代表取締役社長 〃 － 

理   事 池 田  拓 郎 南九イリョー㈱ 企画本部長 〃 － 

理   事 田 中  久 光 ㈲東西食品 代表取締役 〃 － 

外部理事 小 野 寺  健    

     

監 事 堂 田  尚 子 ㈱大谷 代表取締役社長 〃 － 

監 事 森 田  泰 長崎基準寝具㈲ 取締役 〃 － 

外部監事 平 岡  典 子 
サントリービバレッジソリューション㈱ 

人事本部人組織開発部 副部長 
〃 － 

     

顧 問 栗原 敏郎 ㈱大協製作所  取締役会長 〃 － 

顧 問 丸物 正直  〃 － 

（順不同） 
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労働政策審議会障害者雇用分科会等の団体ヒアリングに

おける全障協の意見について 

 

令和７年３月 10 日(月)の厚生労働省「第３回今後の障害者促進雇用制度の在り

方に関する研究会」において全障協が団体ヒアリングの対象として出席し、意見を

述べた内容については、本誌 2025年夏号（No.79）で紹介したとおりです。 

その後、本年３月 10日（月）の「労働政策審議会障害者雇用分科会」においても

全障協が団体ヒアリングの対象となり、障害者雇用の「質」の向上及び障害者雇用

率制度等の在り方について意見を述べ、質疑に対応しました 

加えて本年６月 29 日（月）の厚生労働省「障害者就労に係る雇用福祉横断検討

会」でも団体ヒアリング対象となり、雇用施策と福祉施策の役割分担や相互往来の

在り方などについて全障協としての考えを述べています。 

以下、両ヒアリングに際して提出した全障協の意見書を紹介します。なお、「障

害者就労に係る雇用福祉横断検討会」の趣旨は、同検討会開催要項で次のとおり示

されています。 

「（前略）一般就労の場の進展や、それに伴う福祉施策の利用者像の変化などに

伴い、障害者就労に係る雇用、福祉の果たすべき役割についても変化してきており、

雇用・福祉施策の双方で整理、対応していくべき課題が存在している。（中略） 

このため、本検討会は、障害者の就労に係る雇用施策と福祉施策の在り方につい

て、具体的な検討の方向性を議論することを目的として開催する」 
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１．労働政策審議会障害者雇用分科会ヒアリングに提出した意見書 
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２．障害者就労に係る雇用福祉横断検討会ヒアリングに提出した意見書 
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〔独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（ＪＥＥＤ）寄稿〕 

 

第 34回職業リハビリテーション研究・実践発表会 

参加者募集のお知らせ 
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９月は障害者雇用支援月間です 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）では、毎年９月を「障害

者雇用支援月間」と定め、障害者の職業的自立の増進及び障害者雇用の促進と職場

定着を図るため、厚生労働省及び関係機関と協力して、障害者雇用についての理解

と関心を深める取組みの一環として、障害者を積極的に雇用した優良事業所等の表

彰や障害者が働くことをテーマとした絵画・写真コンテストを行っています。 

令和８年度障害者雇用優良事業所等表彰式 

【日時・場所】 

日時：令和８年９月 15日（火）13時 30分より 

場所：品川ザ・グランドホール（東京都） 

併せて、今回は、受賞企業と障害者雇用の専門家に

よるトークセッションを同時開催します。障害者雇用

を始めたい又はさらに拡大したい企業の方は、ぜひ会

場にお越しください。 

参加申込みについては、JEEDホームページをご覧く

ださい。 

※ライブ配信を行います。 

【対  象】 

障害者雇用優良事業所等の表彰（厚生労働大臣表彰） 

障害者の雇用の促進と職業の安定を図るため、障害者を積極的に雇用された優良事業

所、模範的職業人として長期間勤続されている優秀勤労障害者及び永年にわたり障害者

の雇用の促進と職業の安定に貢献した者に対し、その努力と功績を称え表彰します。 

障害者雇用職場改善好事例の表彰（厚生労働大臣賞・機構理事長賞優秀賞） 

「デジタル技術の活用」をテーマに募集した事例の中から、特に優秀な事例を表彰しま

す。 

絵画・写真コンテストの表彰（厚生労働大臣賞・機構理事長賞） 

障害者が働くことや仕事に関係のある内容をテーマとした絵画と

写真を募集し、全国から寄せられた 1,778 作品（絵画 1,379 作品、

写真 399作品）の中から、入賞作品を表彰します。 

◇表彰式の詳細は機構ホームページをご覧ください。 

▲令和 7 年度の様子 

JEED 表彰式    

絵
画
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

ピ
ク
チ
ャ
ノ
サ
ウ
ル
ス 
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絵画・写真コンテスト入賞作品展示会 

入賞 80 作品の展示会を、全国５都市（札幌、東京、

愛知、大阪、福岡）で開催します。働くことや仕事に関

係のある内容をテーマに障害のある方が描いた絵画と

障害のある方が働いている姿を撮影した写真の数々。情

熱のこもった力強いこれらの作品をじっくりとご覧い

ただくことで、障害者雇用により一層の関心を寄せてい

ただければ幸いです。 

◇展示会の詳細は機構ホームページをご覧ください。 

 

  

▲令和 7 年度の様子 

JEED 絵画・写真    
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障害者雇用を巡る最近の動き 

１．厚生労働省「第 13 回今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会」が開催 

されました。 

令和８年１月 30日（金）午前 10時から、厚生労働省において標記研究会がハイ

ブリッド方式で開催されました。 

本研究会は、今後の障害者雇用の更なる促進のための制度の在り方等を検討し、

適切な政策を講じていくため、公労使、障害者関係団体等の関係者で構成されるも

のです（研究会開催要綱より）。 

当日の事務局説明資料「今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会報告

書（案）」では、令和６年 12 月以来、12 回にわたって本研究会で議論されてきた

論点が次の項目にまとめられています。 

〔障害者雇用の「質」について〕 

1. 障害者雇用の「質」の規定及び「質」の向上に向けた事業主の認定制度の創

設・ 拡大等 

2. いわゆる「障害者雇用ビジネス」に係る対応 

〔障害者雇用率制度等の在り方について〕 

1. 手帳を所持していない難病患者の位置付け 

2. 手帳を所持していない精神・発達障害者の位置付け 

3. 就労継続支援Ａ型事業所やその利用者の位置付け 

4. 精神障害者について障害者雇用率制度における「重度」区分を設けること 

5. 精神障害者である短時間労働者の算定特例 

6. 障害者雇用納付金の納付義務の適用範囲を、常用労働者数が 100 人以下の事

業主へ拡大すること 

この研究会報告書は、最終的な取りまとめを経て労働政策審議会障害者雇用分科

会に報告され、さらに検討が進められることになります。 

当日の資料は、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026年２月９日

掲載）の下線部をクリックするとご覧いただけます。 

２．厚生労働省「今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会」の報告書が公表さ

れました。 

令和８年２月６日（金）、厚生労働省の「今後の障害者雇用促進制度の在り方に

関する研究会」の報告書が公表されました。 
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今後、この報告書の内容が労働政策審議会障害者雇用分科会に報告され、報告書

に示された検討の方向性にしたがって、更に議論が進められることになります。 

報告書の内容は、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026年２月９

日掲載）の下線部をクリックするとご覧いただけます。 

３．第 11 回国際アビリンピックの日本代表選手が決定しました。 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）では今般、令和９年５月

にフィンランド共和国ヘルシンキ市で開催される「第 11 回国際アビリンピック」

に、16種目・29名の選手を派遣することを決定し、派遣選手が公表されました。 

全障協の次の会員企業の社員の方々も派遣選手に選ばれています。詳しくは、全

障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026年４月１日掲載）の下線部をク

リックするとご覧いただけます。 

⚫ (株)ニッセイ・ニュークリエーション（英文ワープロ） 

⚫ (株)沖ワークウェル（データ処理） 

⚫ 東京都チャレンジドプラス TOPPAN(株)（ホームページ作成） 

⚫ (株)ウイルハーツ（ホームページ作成） 

⚫ 東京都ビジネスサービス(株)（コンピュータプログラミング） 

⚫ (株)JALサンライト（ネイリスト） 

⚫ トヨタループス(株)（写真撮影） 

⚫ (株)旭化成アビリティ（洋裁） 

４．第 137 回労働政策審議会障害者雇用分科会が開催されました。 

令和８年４月 20日（月）午後１時から、標記分科会がオンラインと集合のハイブ

リッド方式で開催されました。 

当日は、「今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会報告書」（令和８

年２月６日）並びに今後の検討スケジュール及び議題について審議された後、関係

団体からのヒアリングが行われました。 

全障協もヒアリング対象となり、会長、専務理事が出席し、障害者雇用の「質」

及び障害者雇用率制度等の在り方について全障協としての意見を述べ、委員の皆さ

まから質問を受けました。 

当日の資料全体は、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026年４月

24日掲載）の下線部をクリックするとご覧いただけます。また、全障協が提出した

意見書は、本誌２０ページに掲載していますのでご覧ください。 
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５．第 138 回労働政策審議会障害者雇用分科会が開催されました。 

令和８年５月 27日（水）午前 10時から、標記分科会がオンラインと集合のハイ

ブリッド方式で開催されました。 

今回は、次の団体に対して「今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会」

意見書（令和８年２月）の内容についてヒアリングと質疑が行われました。 

⚫ 一般社団法人 日本障害者雇用促進事業者協会 

⚫ 一般社団法人 日本難病・疾病団体協議会 

⚫ NPO法人 全国就業支援ネットワーク 

当日の資料は、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026年５月 28日

掲載）の下線部をクリックするとご覧いただけます。 

６．厚生労働省「第 1 回障害者就労に係る雇用福祉横断検討会」が開催されました。 

令和８年６月１日（月）午前 10時から、厚生労働省において標記検討会がオンラ

インと集合のハイブリッド方式で開催されました。 

本検討会は、障害者の就労に係る雇用施策と福祉施策の在り方について、具体的

な検討の方向性を議論することを目的としています。（障害者就労に係る雇用福祉

横断検討会開催要項より） 

今回は、検討会構成員の方々の意見交換や今後のスケジュールの検討等が行われ

ました。 

当日の資料は、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026年６月 17日

掲載）の下線部をクリックするとご覧いただけます。 

７．第２回障害者就労に係る雇用福祉横断検討会が開催されました。 

令和８年６月 22日（月）午前 10時から、厚生労働省において標記検討会がオン

ラインと集合のハイブリッド方式で開催されました。 

今回は、次のテーマについて、下記の関係団体からのヒアリングが行われました。

当日の資料及び議事録は、厚生労働省ホームページで公開されています。 

⚫ 雇用と福祉の役割分担 

⚫ 就労継続支援の在り方及びそれに対する障害者雇用促進法制 

⚫ 就労選択支援・就労移行支援・就労定着支援の効果的な在り方、障害者就業・

生活支援センターとの役割分担 

⚫ 福祉と雇用の相互往来関係 
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（ヒアリング対象団体） 

  NPO法人全国就業支援ネットワーク 

  公益財団法人日本知的障害者福祉協会 

  就労継続支援Ａ型事業所全国協議会 

  全国就労移行支援事業所連絡協議会 

８．第 139 回労働政策審議会障害者雇用分科会が開催されました。 

令和８年６月 22日（月）午後１時から、標記分科会がオンラインと集合のハイブ

リッド方式で開催されました。 

今回は最初に、障害者雇用率制度等の在り方について次の点が審議されました。 

⚫ 手帳を所持していない精神・発達障害者の位置づけ 

⚫ 精神障害者の雇用率制度における「重度」区分 

⚫ 精神障害者である短時間労働者の算定特例 

⚫ 精神障害者保健福祉手帳の更新がなされなかった場合の取扱い 

続いて、以下の年度目標について、2025 年度の評価及び 2026 年度の年度目標設

定について審議が行われました。 

⚫ ハローワークにおける障害者の就職件数 

⚫ 障害者の雇用率達成企業割合 

⚫ 障害者雇用ゼロ企業のうち、新たに障害者を雇用した企業の割合 

⚫ 精神・発達障害者雇用サポーターによる就職支援を終了した者のうち、就職し

た者の割合 

当日の資料及び議事録は、厚生労働省のホームページで公開されています。 

９．第３回障害者就労に係る雇用福祉横断検討会が開催されました。 

令和８年６月 29日（月）午前 10時から、厚生労働省において標記検討会がオン

ラインと集合のハイブリッド方式で開催されました。 

今回は最初に前回に引き続き、次のテーマについて、下記の関係団体からのヒア

リングが行われました。続いて、雇用と福祉の役割分担の基本的な考え方について

検討が行われました。 

当日の資料及び議事録は、厚生労働省ホームページで公開されています。 

また、全障協が提出した意見書は、本誌 25ページに掲載していますのでご覧くだ

さい。 

⚫ 雇用と福祉の役割分担 

⚫ 就労継続支援の在り方及びそれに対する障害者雇用促進法制 
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⚫ 就労選択支援・就労移行支援・就労定着支援の効果的な在り方、障害者就業・

生活支援センターとの役割分担 

⚫ 福祉と雇用の相互往来関係 

（ヒアリング対象団体） 

  一般社団法人障害者雇用企業支援協会 

  公益社団法人全国障害者雇用事業所協会 

10．第４回障害者就労に係る雇用福祉横断検討会が開催されました。 

令和８年７月 14日（火）午前 10時から、厚生労働省において標記検討会がオン

ラインと集合のハイブリッド方式で開催されました。 

今回は、これまでの議論の整理として、雇用と福祉の果たすべき機能・役割と連

携の基本的考え方について検討が行われました。 

当日の資料及び議事録は、厚生労働省ホームページで公開されています。 

11．第 140 回労働政策審議会障害者雇用分科会が開催されました。 

令和８年７月 24日（金）午後４時から、厚生労働省において標記分科会がオンラ

インと集合のハイブリッド方式で開催されました。 

今回は、障害者雇用の「質」について次の点が審議されました。 

⚫ 障害者雇用の「質」の規程・ガイドライン 

⚫ 事業主の認定制度及び認定に対するインセンティブ 

当日の資料及び議事録は、厚生労働省のホームページで公開されています。 

12．第５回障害者就労に係る雇用福祉横断検討会が開催されました。 

令和８年８月 24日（月）午後２時から、厚生労働省において標記検討会がオンラ

インと集合のハイブリッド方式で開催されました。 

今回は、中間とりまとめ素案として、「雇用と福祉の果たすべき機能・役割と連

携の基本的考え方」について検討が行われました。 

当日の資料は、厚生労働省ホームページで公開されています。 

13．第 141 回労働政策審議会障害者雇用分科会が開催されました。 

令和８年８月 31日（月）午後１時から、厚生労働省において標記分科会がオンラ

インと集合のハイブリッド方式で開催されました。 

今回は、いわゆる「障害者雇用ビジネス」への対応について、次の点が審議され

ました。 
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⚫ いわゆる「障害者雇用ビジネス」の規定・法規制の在り方 

⚫ 「障害者雇用ビジネス」のガイドラインの具体的イメージ 

14．第 11 回国際アビリンピック・フィンランド大会が令和９年５月に開催されます。 

令和９年５月、フィンランド共和国ヘルシンキ市において「第 11回国際アビリン

ピック」が開催される予定であり、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

（JEED）により日本選手団の派遣に向けた準備が進められています。日本代表選手

への応援メッセージの募集（令和８年９月 23日(水)募集期限）も行われています。 

詳しくは、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026年９月 1日掲載）

の下線部をクリックするとご覧いただけます。 

15．令和 8 年度「障害者雇用優良事業所等の表彰」の受賞者が発表されました。 

毎年９月は「障害者雇用支援月間」です。その一環として令和８年８月 31日(月)

に標記表彰の受賞者が厚生労働省及び独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機

構（JEED）から発表されました。 

全障協会員の(有)奥進システムが厚生労働大臣賞（障害者雇用職場改善好事例）

を受賞されたことをはじめ、会員事業所や、そこで働く方々も下記のとおり受賞さ

れています。たいへんおめでとうございました。 

併せて、絵画・写真コンテスト入賞作品も発表されており、９月から 11月にかけ

て全国５会場（開催順：東京、名古屋、札幌、大阪、福岡）で展示会が開催されま

す。 

表彰式は９月 15日(火)13時 30分から品川ザ・グランドホール（東京都港区）で

開催され、ライブ配信（YouTube）も行われます。また、今回は表彰状授与と併催で

「障害者雇用が会社を伸ばす～受賞者による取組を手掛かりに～」をテーマに「未

来を展望するトークセッション」も開催されます。 

詳しくは、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026 年９月 10 日掲

載）の下線部をクリックするとご覧いただけます。 

⚫ 障害者雇用優良事業所の表彰 

JEED理事長表彰 生活協同組合コープこうべ 

⚫ 優秀勤労障害者の表彰 

厚生労働大臣表彰 株式会社共同 株式会社東洋社 

JEED理事長表彰 株式会社リプライ 

⚫ 障害者雇用職場改善好事例の表彰 

厚生労働大臣表彰 有限会社奥進システム 

JEED理事長賞 奨励賞 AIGハーモニー株式会社 
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全障協の動き 

１．北海道ブロック障害者雇用セミナーが開催されました。 

令和８年２月６日（金）午後１時 30分から、標記セミナーが「ジョブコーチによ

る合理的配慮及び職場定着支援」をテーマにオンライン方式で開催されました。 

このセミナーは、全障協が厚生労働省から受託した「障害者に対する差別禁止・

合理的配慮等に係るノウハウ普及・相談支援事業」の一環として開催されるもので、

その内容は次のとおりです。 

⚫ 開会挨拶：全障協 加藤会長 

⚫ 講 演「ジョブコーチの現状と今後への期待」 

  講 師：北海道医療大学 教授 橋本 菊次郎 氏 

⚫ 事例報告「ジョブコーチから見た就労支援」 

 報告者：札幌円山整形外科病院事務課長 佐藤 清志 氏 

  就労移行支援事業所コノイロ サービス管理責任者 明井 和美 氏 

⚫ トークセッション・経験交流 

  コーディネーター 全障協 茂森 理事 

⚫ 閉会挨拶：全障協 木村 北海道ブロック長 

２．加藤会長が受賞した第 24 回渋沢栄一賞の表彰式が開催されました。 

「渋沢栄一賞」は渋沢栄一の精神を受け継ぐような企業活動と社会貢献を行って

いる、地域に根ざした全国の企業経営者の中から埼玉県知事が受賞者を決定するも

のです。（埼玉県報道発表資料より） 

今般、全障協の加藤会長が「創業以来 50年以上にわたり障がい者雇用を推進し、

障がいの有無に関わらず、共に働ける職場づくり」（埼玉県報道発表資料より）を

行ってきたこと等を理由として受賞されました。 

この受賞について、令和８年２月 10日（火）午後４時からソニックシティ国際会

議室（さいたま市大宮区）において表彰式が開催されました。 

今回は全国から３名の方が受賞され、埼玉県知事による主催者あいさつに始まり、

表彰状及び副賞の贈呈、受賞者によるあいさつ・スピーチ、祝賀レセプションなど

が行われました。 

各受賞者の業績など詳しくは、全障協ホームページ「お知らせ」欄の関連記事（2026

年２月 18 日掲載）の下線部をクリックすると埼玉県のホームページでご覧いただ

けます。 
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〔受賞者あいさつ・スピーチを行う加藤会長〕 
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３．東北ブロック会議が開催されました。 

令和８年２月 26日（木）午後１時 30分から、標記会議が宮城県仙台市青葉区の

ブラウ会議室で開催されました。 

当日は、出席者の近況報告・意見交換、全障協本部の活動報告が行われました。 

４．関東甲信越ブロック会議が開催されました。 

令和８年３月５日（木）午後１時 30分から、標記会議がオンライン方式で開催さ

れました。 

当日は、リクルートワークス研究所の奥本 英宏 氏から「人手不足下における障

害者の戦力化」をテーマに講演いただくとともに、全障協本部の活動報告、障害者

雇用相談コーナーの活動状況の紹介が行われました。 

５．中部ブロック会議が開催されました。 

令和８年３月 17日（火）午前 10時 30分から、標記会議がオンライン方式で開催

されました。 

当日は、理事候補の推薦、出席者の近況報告、全障協本部の活動報告等が行われ

ました。 

６．令和７年度第３回理事会が開催されました。 

令和８年３月 24日（火）午後２時 30分から、集合（会場：航空会館（東京都港

区新橋））とオンライン併用のハイブリッド方式で標記理事会が開催されました。 

当日は、定款に基づき加藤会長を議長として議事が進められました。 

議題は、①令和８年度事業計画（案）、②令和８年度収支予算（案）、③令和９

年度障害者雇用施策に関する要望（案）、④役員改選（案）及び改選に伴う定款の

変更（案）、⑤政策・在り方委員会設置要綱改正（案）、⑥個人情報管理規程（案）

及びプライバシーポリシー（案）、⑦令和８年度通常総会開催（案）、⑧令和７年

度入会の承認の８点であり、いずれも全会一致で原案どおり承認されました。併せ

て、会長等職務執行状況報告が会長、副会長、専務理事、常務理事各自から行われ

ました。 

７．北海道ブロック会議が開催されました。 

令和８年３月 18日（水）午後５時から、標記会議が札幌市中央区のジャスマック

プラザで開催されました。 

当日は、出席者の近況報告・意見交換、全障協本部の活動報告が行われました。 
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８．障害者雇用相談員全国会議が開催されました。 

令和８年５月 25日（月）午後２時から、厚生労働省委託事業の全国７障害者雇用

相談コーナーの相談員が出席した標記会議がオンライン方式で開催されました。 

当日は、出席者の自己紹介、各相談コーナーで自己評価を行った令和 7年度業務

チェックリストの取りまとめ内容の検討が行われるとともに、各相談コーナー独自

の取組について相互に活発な質疑が行われました。 

９．令和８年度第１回理事会が開催されました。 

令和８年５月 26日（火）午後１時 30分から、オンライン方式により標記理事会

が開催されました。 

当日は、定款に基づき加藤会長を議長として議事が進められ、令和７年度事業報

告・決算報告、役員改選（案）、政策委員会委員改選（案）、新規入会の承認につ

いて審議が行われ、いずれも全会一致で原案どおり承認されました。 

併せて、全障協がヒアリング対象となっている厚生労働省「障害者就労に係る雇

用福祉横断検討会」に提出する意見書（案）の内容について検討が行われました。 

10．令和８年度通常総会が開催されました。 

令和８年６月 11日（木）午後２時から、標記通常総会が会員 77事業所（他に委

任状提出 156 会員）の出席のもと、東京都中央区京橋の AP 東京八重洲において開

催されました。詳しい総会の模様は、本誌 11ページからの記事をご覧ください。 

11．中国・四国ブロック会議が開催されました。 

令和８年７月 22日（水）標記会議が島根県松江市の松江ニューアーバンホテルで

開催されました。 

当日は、モルツウェル㈱及び NPO法人あるのひかりの見学のほか、出席者による

意見交換、全障協本部活動報告等が行われました。 

12．第 20 回政策委員会が開催されました。 

令和８年７月 24日（金）午前 10時 30分から、標記委員会がオンライン方式で開

催されました。 

当日は、委員改選後、初の会合でありフリーディスカッションが行われました。 

13．厚生労働大臣宛て「令和９年度障害者雇用施策に関する要望書」を提出しました。 

令和８年７月 29日（水）、加藤会長が厚生労働省障害者雇用対策課及び障害福祉

課を訪問し、通常総会で承認いただいた「令和９年度障害者雇用施策に関する要望
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書」を障害者雇用対策課長等に直接、提出しました。（要望書の内容は、全障協ホー

ムページ「ミニ情報通信」欄の関連記事（2026年７月 31日掲載）の下線部をクリッ

クするとご覧いただけます。） 

当日は、要望書の提出とともに、その趣旨・内容について障害者雇用の実情など

を交えて意見交換が行われました。 

14．関東甲信越ブロック会議が開催されました。 

令和８年８月 19日（水）午後２時から、標記会議が埼玉県熊谷市の(株)イーピ－

ビズの会場をお借りして開催されました。 

当日は、農業体験（ブルーベリー収穫）、埼玉福興(株)の見学、埼玉福興(株)及

び(株)イーピービスによる福祉と企業連携の取組についての講演等が行われまし

た。 

15．近畿ブロック会議が開催されました。 

令和８年８月 25 日（火）午後３時から、標記会議が大阪市西淀川区の㈱ニッセ

イ・ニュークリエーションの会場をお借りして開催されました。 

当日は、厚生労働省職業安定局障害者雇用対策課 主任障害者雇用専門官から「障

害者雇用対策の現状と今後の障害者雇用促進制度の検討の見通しについて～今後

の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会報告書を中心に～」をテーマに講演

いただくとともに、出席者によるグループディスカッションが行われました。 

16．新規入会事業所 

令和８年１月から８月までの間に、新たに全障協の会員となられた事業所は次の

とおりです。（入会日順） 

【正会員】 

クローバー・ビズ㈱    （東京都） 

明治安田ビジネスプラス㈱ （東京都） 

川崎重工㈱エネルギーソリューション＆マリンカンパニー（兵庫県） 

阪和興業㈱名古屋支社   （愛知県）  

【賛助会員】 

㈱アットマーク・ラーニング（福岡県） 
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事務局から 

 

巻頭の加藤会長のご挨拶にもありますように、本年６月 11日（木）にはＪＲ東京

駅近くの会場にご参集いただく形で通常総会が開催され、全国から 77会員事業所、

99名と例年にも増して多くの皆様にご出席いただきました。加えて、156会員から

委任状を提出いただきお手数をおかけしました。ご多用中、ご協力いただきました

会員の皆様には心より御礼申し上げます。通常総会の模様は写真入りで詳しく本誌

11ページから掲載しておりますのでご覧ください。 

また、本年 12月５日(土)には愛知県国際展示場（愛知県常滑市セントレア）で障

害者ワークフェア 2026が開催されます。出展いただける会員の皆様には、ご協力に

重ねて感謝申し上げます。障害者ワークフェアの前日には、交流会を開催いたしま

すので、出展会員、見学にお越しの会員の皆様、奮ってご参加ください。昨年度の

障害者ワークフェア 2025の様子については、本誌 2026年新春号（No.80）に掲載し

ておりますのでご覧ください。 

 

厚生労働省の委託を受けて実施している「障害者に対する差別禁止・合理的配慮

等に係るノウハウ普及・相談支援事業」も会員の皆様のご協力により実績が評価さ

れ、10年目を迎えることができました。 

このうち、障害者雇用相談コーナー（札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪

市、広島市、福岡市に設置）による無料の相談支援につきましては、企業訪問によ

る他、電話、メール、オンラインによっても実施しておりますし、職場見学のあっ

旋等もできます。会員の皆様におかれましては、障害者雇用の課題解消のために、

是非、積極的・気軽に相談コーナーを活用いただきますとともに、課題のある他社

にも活用をアドバイスいただければ幸いです。 

 

委託事業の一環である障害者雇用セミナーにつきましては、本年度も一部を除き

オンライン形式で開催することになり、各地域ブロックとも相談コーナーを中心に、

企画立案、開催準備に取り組んでいます。このセミナーは、講演・パネルディスカッ

ションや事例発表、経験交流会などで構成されており、基本的な考え方から実践的

対応まで、参考にしていただけることが多いと思います。また、オンライン開催の

ため地理的な制約もなく、全国から無料で参加いただけます。セミナーの開催予定

日は次のとおりですが、各セミナーの具体的な内容や参加申込み方法につきまして

は、全障協ホームページで逐次お知らせしますので、是非ご参加ください。 
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⚫ 令和８年 ９月 ４日（金）東北ブロックセミナー 13:30～15:40 

⚫ 令和８年 10月 19日（月）中部ブロックセミナー 13:15～16:20 

⚫ 令和８年 11月 20日（金）九州・沖縄ブロックセミナー 13:30～16:20 

⚫ 令和８年 12月 10日（木）関東甲信越ブロックセミナー 13:15～15:50 

⚫ 令和９年 １月 19日（火）近畿ブロックセミナー 

⚫ 令和９年 ２月 16日（火）北海道ブロックセミナー 

⚫ 令和９年 ３月 ５日（金）中国・四国ブロックセミナー 

(注) 近畿ブロックセミナーは集合形式で開催    

 

国の障害者雇用施策につきましては、一昨年 12 月に厚生労働省で立ち上げられ

た「今後の障害者雇用促進制度の在り方に関する研究会」の報告書を踏まえて労働

政策審議会障害者雇用分科会において多角的な見直し検討が進められています。ま

た、雇用施策と福祉施策の連携等について「障害者就労に係る雇用福祉横断検討会」

が設置されています。いずれにおいても、全障協が関係団体ヒアリングの対象とさ

れ、全障協としての意見を述べてまいりました。（全障協が提出したヒアリング資

料は、本誌 20ページから掲載していますのでご覧ください。）また、ジョブコーチ

など障害者就労を支える人材の資格化の第一段階として民間検定「障害者就労支援

士検定」の創設に向けて準備が進められています。 

これらの動向につきましても、全障協ホームページやブロック会議等により、逐

次、情報提供を行ってまいります。 

 

今後も、本誌エスペランスやホームページの内容を少しでも会員の皆様のお役に

立つものとしていきたいと思いますので、ご意見、ご要望やご投稿をお寄せいただ

ければ幸いです。 

次号は、来年の年明け頃に発刊の予定です。 

 


